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議
員

　
市

長
の
３
期

12
年
間
の

市
政
運
営

を
伺
う
�

　
①
12
年
の
中
で
大
手
企

業
が
相
次
い
で
移
転
し
て

い
る
�
経
済
情
勢
や
企
業

の
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
�

市
と
し
て
の
対
策
を
し
な

か
�
た
こ
と
も
転
出
の
原

因
�
跡
地
利
用
も
�
企
業

と
の
調
整
が
さ
れ
な
い
ま

ま
�
マ
ン
シ
�
ン
建
設
が

さ
れ
�
保
育
園
や
学
校
の

教
室
不
足
に
よ
る
市
の
財

政
的
負
担
は
大
き
い
�
こ

れ
は
財
政
的
に
も
大
き
な

損
失
で
あ
り
�
雇
用
の
場

を
失
う
こ
と
に
も
な
�
た
�

　
②
将
来
を
見
据
え
た
高

齢
者
�
保
育
園
対
策
な
ど

へ
の
投
資
が
欠
如
し
�
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
が
下

が
�
て
い
る
状
況
で
あ
る
�

　
③
戸
田
競
艇
組
合
に
お

い
て
�
ナ
イ
タ
�
レ
�
ス

の
場
外
発
売
が
さ
れ
な
か

�
た
ペ
ナ
ル
テ
�
�
と
し

て
�
２
年
も
連
続
し
て
Ｓ

Ｇ
競
走
︵
８
大
レ
�
ス
︶

が
誘
致
で
き
ず
�
配
分
金

の
減
少
に
よ
り
財
政
的
に

大
き
な
損
失
が
あ
�
た
�

市
長　

①
企
業
移
転
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

経
営
判
断
等
に
よ
り
転
出

し
た
企
業
が
あ
る
こ
と
は

残
念
で
あ
る
。
一
方
、
都

市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
本
市
を
選
ん
で
転
入
す

る
企
業
も
多
数
あ
る
。

　

②
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
指

標
の
変
更
な
ど
の
要
因
が

考
え
ら
れ
る
が
、
単
に
順

　

２
月
２
日
に
庁
舎
耐
震

化
等
調
査
特
別
委
員
長
報

告
が
行
わ
れ
、
市
庁
舎
耐

震
化
の
方
法
は
「
免
震
レ

ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
法
」
が

望
ま
し
い
と
の
報
告
が
あ

り
、
議
会
は
全
会
一
致
で

承
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

建
物
の
耐
震
化
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
工
法
が
あ

り
ま
す
。
委
員
会
で

は
、
昨
年
９
月
28
日

に
設
置
さ
れ
て
以
来
、

執
行
部
の
検
討
内
容
、

投
資
効
果
、
工
事
中

の
使
用
勝
手
、
経
費

な
ど
に
つ
い
て
調
査

を
重
ね
て
結
論
を
得

た
も
の
で
す
。

※
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ

ッ
ト
と
は
…
既
存
建

物
の
最
下
層
や
中
間

層
に
免
震
装
置
を
組

み
込
み
、
耐
震
性
能

位
で
は
な
く
、
欠
け
て
い

る
部
分
を
補
う
指
標
と
し

て
は
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

③
配
分
金
の
減
少
は
、

ナ
イ
タ
ー
発
売
が
開
催
で

き
な
い
こ
と
よ
り
も
、
経

済
の
不
透
明
感
や
レ
ジ
ャ

ー
の
多
様
化
に
よ
る
公
営

競
技
全
体
の
低
迷
の
影
響

が
大
き
い
。
売
上
向
上
の

た
め
に
、
岡
部
に
続
き
、

双
葉
の
開
設
、
今
年
は
栗

橋
に
場
外
発
売
を
開
設
す

る
な
ど
努
力
し
て
い
る
。

市長　12年間　市政

　運営　

市長の12年間の市政

　運営は適切であったか

「戸田競艇の場外発売所の開設などに努力」

高橋　秀樹 議員

▶
ミ
ニ
ボ
�
ト
ピ
ア
双
葉

一 般 質 問

１年間の成果…市政に生かす
常任委員会では、「年間の活動テーマ」を定めて調査活動を行っています。

その１年間の成果が各委員長から報告されました。

詳しくは議会ホームページに掲載していますので、あわせてご覧ください。

委　員　会 年間テーマと活動内容 成　　果

総　　務
１．自治基本条例
２．新地方公会計制度
３．行政ＩＴ化による効率性と経済性

・国の制度創設・改正時におけるコンピュータシ
　ステム構築に関する意見書
・地方公会計制度の意見書
・自治基本条例制定の提言書
・新地方公会計制度導入の提言書
・行政 IT 化の提言書

文教・建設
１．所管する小・中学校などの施設や区

画整理事業などの現地視察
・ネットいじめ根絶の決議と意見書

健康福祉
１．医療保健福祉計画……福祉の杜建設

計画及び医療保健センター等建て替
え計画

・市民医療センター等施設整備の意見書

市民生活 １．低炭素社会と市民生活 ・地球温暖化対策条例の審査に反映

▲免震レトロフィットによる品川区総合庁舎の工事を視察

多
摩
市
議
会
で
は
、

議
会
に
よ
る
事
務
事
業

評
価
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
施
政
方
針
に
出
て

く
る
事
業
や
予
算
が
増

減
し
た
事
業
の
中
か

ら
、
評
価
を
す
る
事
業

を
絞
り
込
み
、必
要
性
・

費
用
対
効
果
な
ど
の
観

点
別
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

お
り
、
市
民
の
方
か
ら

は
議
会
だ
よ
り
が
随
分
変
わ
っ
た
と
評
価
を
受
け

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
本
市
で
も
、
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
会
に
よ
る
事
務

事
業
評
価
を
視
察

免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ
ト
工
法

が
望
ま
し
い

議
会
改
革
特
別
委
員
会

庁
舎
耐
震
化
等
調
査

特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

に
優
れ
た
建
物
を
実
現
す

る
工
法
。
工
事
箇
所
が
特

定
さ
れ
る
た
め
、
建
物
を

使
用
し
な
が
ら
の
工
事
が

可
能
で
あ
り
、
工
費
も
比

較
的
安
く
、
建
物
全
体
の

意
匠
性
や
機
能
を
損
な
う

こ
と
が
な
い
な
ど
の
特
徴

が
あ
る
。

正副委員長
氏 名

正 副
常

任

委

員

会

総 務 馬　場 斎　藤 花　井 手　塚 栗　原 伊　東 監査委員 遠　藤

文 教 ・ 建 設 三　浦 本　田 冨　岡 平　野 熊　木 神　谷 秋　元

健 康 福 祉 召　田 山　崎 酒　井 望　月 中名生 石　井

市 民 生 活 遠　藤 鈴　木 菅　原 岡　嵜 榎　本 細　井
特

別

委

員

会

交 通 対 策
石　井 細　井 鈴　木 冨　岡 平　野 酒　井 岡　嵜 花　井 榎　本 熊　木

斎　藤 本　田 中名生 伊　東 秋　元

議 会 改 革 神　谷 山　崎 召　田 菅　原 三　浦 馬　場 遠　藤 望　月 栗　原

議 会 だ よ り 編 集 召　田 花　井 冨　岡 平　野 酒　井 遠　藤 神　谷 山　崎

議 会 運 営 委 員 会 栗　原 山　崎 召　田 本　田 望　月 神　谷 秋　元

一
部
事
務
組
合

競 艇 組 合 議 会 召　田 酒　井 岡　嵜 花　井 三　浦 馬　場 榎　本 熊　木 斎　藤 細　井

（議長　石井） 神　谷 石　井 伊　東 山　崎

衛生センター組合議会 鈴　木 冨　岡 平　野 馬　場 遠　藤 本　田 望　月 中名生 栗　原 秋　元

（議長　中名生）

会派変更のお知らせ
○高橋秀樹議員が辞職

3 月 10 日付で高橋秀樹議員 ( 民主・無所
属クラブ )が辞職しました。
[ 略歴 ] 昭和 56 年 2 月に初当選以来、8 期
29 年余の長きにわたり議会及び市政に貢献
され、その間、文教経済、建設常任委員長、
まちづくり特別委員長、こどもの国再整備
等に係る複合施設特別委員長、蕨戸田衛生
センター組合議会議長などを歴任。
　辞職に伴い現在の議員数は 25 人。
○会派の解散と新会派の結成

民主・無所属クラブが解散し、4 月１日
付で民主党（冨岡節子議員）とフロンティ
ア（馬場栄一郎議員）が結成されました。
議会内の会派構成は下記のとおり。

平　成　会　7人　　志政クラブ　　6人
公　明　党　5人　　日本共産党　　4人
民　主　党　1人　　フロンティア　1人
無　所　属　1人

平成22年３月定例会分

　傍聴者アンケートは、本会議及び委員会を傍聴した方のうち、14名の方々から回答をいただきました。
詳しくは議会ホームページをご覧ください。
◇議会傍聴しての意見・感想は６件いただきました。貴重なご意見等は、今後の議会運営や議会だよりの編集
の参考とさせていただきます。

区　　　分


